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補正予算執行停止と機構内での再配分
• 10月に正式に補正予算執行停止が決まった。入射器関係では執行済み分以外

は全て停止となった。（500 kV第二電子銃、診断部、バンチャー空洞が製作でき
なくなる）

• 補正予算9割召し上げ

• 機構内での再配分：電子銃開発、レーザー、診断系に予算を付けてもらえること
になった

• 製作できるもの
– チタン製電子銃極高真空容器
– セラミックチェンバー
– 診断部機器

• 製作できないもの
– 電子銃用高圧電源
– バンチャー空洞

• 第二電子銃の立ち上げスケジュールを変更することになる。
• ・このため、AR南棟電子銃テストビームラインでのスケジュールおよび東カウン

ターホールの移設シナリオを見直す必要がある。現在検討中。
• 次年度以降の電子銃開発の見直しに向けて、12月までにＫＥＫで高輝度電子源

グループの会合を開きたい。



これまでの進捗状況
• 打ち合わせ：毎週火曜日の午前10時から（２号館４階）
• 2009年11月6日まで、38回のcERL入射器打ち合わせを行ってきた

• 進んだ項目
– ビームラインの各コンポーネントの製作（レーザー導入ミラーチェン

バー、BPMチェンバー、ダブルスリットシステム、診断部スクリーンモ
ニター、ソレノイド電磁石）

– ビームラインの各コンポーネントの設計（入射部用スクリーンモニター
およびカソード観測用ミラーつきチェンバー、バンチ長診断用偏向空
洞、ビームダンプ、ビームダンプ用偏向電磁石、補正電磁石類）

– レーザーシステムの開発
– AR 南棟でのビームラインの整備状況

• 500kV第二電子銃開発と200kV電子銃立ち上げ
– 詳細は山本さんの発表を参照



AR南棟での電子銃テスト施設（ＧＴＦ）の整備

• 200kV電子銃の立ち上げに向けた準備を進めている
• 11月10日（火）に、AR南棟の電子銃試験エリアの放射線

申請に先立って、放射線安全システムの教育を行った。
• 11月11日（水）に放管の検査を受ける予定。



ＡＲ南棟でのレイアウト

図：本田洋介さん作成, “arsouth_091027.pdf”



AR南棟での電子銃テストビームライン

製作済み：レーザー導入チェンバー、ダブルスリットシステム、診断部スクリーン
製作中：入射部BPMチェンバー、入射部ソレノイド・補正電磁石、偏向空洞
設計中：入射部スクリーン・カソード観察用鏡付きチェンバー、ビームダンプ
次年度以降：バンチャー空洞



500kV第二電子銃と入射部コンポーネントの取り合い



200kV電子銃の立ち上げ
• 2009年5月：200 kV電子銃の南棟への搬入・設置
• 2009年6月：カソード準備容器のベーキング
• 2009年10月：電子銃本体容器のベーキング



2009年5月、電子銃搬入

2009年10月、電子銃容器ベーキング後



各コンポーネントの開発状況
ＢＰＭチェンバー：入射部用製作中。診断部用は見積もりをとった。

バンチ長測定用偏向空洞：L-band, S-bandで設計、現在図面作成中

ソレノイド電磁石と補正コイル：業者と契約中

入射部共通架台

ストリップラインBPM（ベローズなしタイプ）



バンチ長測定用の偏向空洞の設計
L-band, S-bandの空洞の両方の設計を行った
工作に図面作成を依頼した

L-band空洞の検討
松葉俊哉さん、入射部打ち合わせ資料 2009.09.18 より

S-band空洞の検討
本田洋介さん、入射部打ち合わせ資料 2009.09.11 より



入射部用ソレノイド電磁石と水平・垂直補正コイル
現在契約中



入射部共通架台

本田洋介さん、入射部打ち合わせ資料 2009.10.13 より



レーザーシステムの開発

• 9月3日に機構内のレーザー安全検査を受けた。
• 産総研の方で、アンプ系のスタディに入っている。10 Wまでアンプできた

と報告があった。 50 MHz。波長1030 nmくらいにピーク。
• ・名古屋レーザー(psモードロックレーザー、Tsunami)のモードロック安定

性を調べた。1日半くらいウォームアップに時間を掛ければ、40時間くらい
維持できる。



東カウンターホールへの移設スケジュールの検討

• 東カウンターホールで2012年1月ビームを出すためのスケジュー
ル案

• 500kV第二電子銃を2011年後半に東カウンターホールに移設する
のは開発スケジュール的に厳しい

• 500kV第一電子銃が2011年後半に東カウンターホールに移設可
能か？
– 1. 移設可能（設置場所の問題はあり）、スケジュール変更なし
– 2. 移設不可能（他の電子銃が必要）、スケジュール変更必要あり

• 1. 名古屋200kV電子銃＋どれかの電源（電源容器の変更が必要、電流が必
要なければ名古屋電子銃そのまま）

• 2. 500kV第二電子銃（難しい）
• 3. JAEA 250kV電子銃



今後の予定と課題
• 200 kV 電子銃の立ち上げ

– 10月中 電子銃ベーキング
– 11月上旬 接続部ベーキング、電子銃エージング、Bulk結晶活性化テスト
– 11月中旬 ビーム移送系ベーキング、フォトカソード電子銃装着、Dark-

Lifetime測定（斜めポートより）
– 11月下旬 ビームダンプ部ベーキング、ビーム移送、（Operational-Lifetime測

定）

• AR南棟での電子銃テスト施設（ＧＴＦ）の整備
– 11月11日（本日）、放管の検査予定

• 東カウンターホールへの電子銃移設の再検討
– 電子銃周りのレイアウト（他の機器との干渉）
– 2012年春にcERL運転開始に向けた現実的なシナリオの再検討（どの電子銃を

移設すれば間に合うか？）

• 12月、高輝度電子源グループでのface-to-face打合せ（場所：ＫＥＫ), 今後
の電子銃開発について打ち合わせたい

• AR南棟でのバンチャー空洞用電源の試験場所



cERL入射器打ち合わせのページ

• http://pfwww.kek.jp/ERLoffice/working_group.html

ログイン名とパスワードは入射
器打ち合わせメモのメールに記
載


